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研究の概要（200～300字で記入、図･グラフ等は使用しないこと。） 

従来、強意副詞の意味変化については、具体的語彙から強意語への文法化および脱語彙

化のプロセスが観察されてきたが、本研究ではいくつかの強意副詞において文法化の後

にまた語彙的意味が発達する現象に着目し、文法化の後にまた語彙化が起きていること

を主張する。強意副詞 swithe と fast の意味変化に着目し、これらの語が強意語として

の流行の後、迅速の意味を発達させているという史実から、強意語は「速く」という速

度を表す意味へと変化する意味変化の特質を持つことを論じ、強意語が再び語彙的意味

を派生させているという点で、一般的に主張されるものとは逆方向の変化が観察される

ことを示す。  
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研究成果の概要（図･グラフ等は使用しないこと。） 

1.研究背景・概要 

これまで強意副詞は文法化のプロセスをたどる事例として多くの研究がなされてき

た。ここで主張されてきたことは、本来の語彙的意味が希薄化し、次第に文法的役割

を 担 う よ う に な る と い う 、 内 容 語 か ら 機 能 語 へ の 変 化 で あ る  (Sinc lair  1992,  

Partington 1993,  Lorenz 2002)。このように強意語は近年では文法化・脱語彙化を経

験するものとして盛んに研究が行われてきた。しかしその際、強意語は形容詞・副詞

修飾に限定され、動詞修飾の事例に目を向けられることはなかった。強意語の定義は

研究者により異なり、 Quirk et  a l  (1985)  では、意味特質により強意語を捉えている。

ここでは強意語は、形容詞・副詞以外の文の構成要素に対しても修飾する機能を持ち、

広範な語彙範疇を構築する。本研究は、これまで詳細に論じられることはなかった動

詞修飾の機能を持つ強意副詞に着目することで、従来主張されてきた具体的語彙から

強意語への、文法化・脱語彙化といった変化とは逆の、強意語 から具体的語彙への変

化が存在することを主張するものである。  

 

2. 強意副詞とその語彙クラスについて  

強意語が属する文法カテゴリーや、その語彙クラスに関しては、これまでにも様々な

議論がなされてきたが一貫した定義づけはされていない。 Partington (1993) ,  Lorenz 

(2002)  をはじめとし、  強意語の機能は厳密に規定すると形容詞修飾にあるとする見

解もある一方で、 Allerton (1987)  が指摘するように、実際には very や too などの主

に 形 容 詞 修 飾 の 機 能 を 持 つ 強 意 語 は 限 ら れ て お り 、 absolutely,  entirely,  rather,  

s l ightly など、形容詞  (副詞 )  に加え、動詞修飾の機能を持つ語が多い。このような背

景から Allerton (1987)  では、強意語は、「語彙文法カテゴリー  ( lexico-grammatical  

category)」 であると説明され、これに属する二つの下位範疇として、形容詞修飾と動

詞修飾の強意語があると定義している。  

 これらの先行研究による見解を踏まえた上で、本研究では、これまで形容詞修飾の

強意語と比較すると、中心的議論からは外されてきた動詞修飾を含む副詞の文法的役

割に合致する性質を持つものを、強意副詞と定義した。また、Quirk  et  al .  (1985)  をは

じめとし、高低に関わらず程度を表すものを強意語と定義する見解もあるが、本研究にお

いては、程度の高さを指し示すものに限定した。  

 

3.研究成果  

 

3.1 ヘルシンキコーパスを用いた fast の意味変化の調査  

Helsinki  Corpus における共起動詞の観察を通して fast  の ME から EModE にかけて

の支配的な意味の変動を見た。 1  

 ‘ f irmly’ と分類したものは、 hold,  s it ,  stand,  bind などの fast との共起の結果、指

し示される状態が固定・密着を表すようになる動詞である。 ‘ rapidly/quickly ’ に分類

した用例は、二つの共起動詞のパターンがある。一つ目は、迅速の概念を含む hien (to  

go quickly)  や sheten (to  haste)  といった動詞との共起の結果、動詞の様態に含まれ

る迅速の意味をより強化していると考えられるパターンであり、二つ目は、rennen (to 

run) ,  gon (to  go)  など動詞の意味に迅速の様態が含まれなくても、強意副詞 fast との

共起により迅速の意味が生まれるものである。また、強意用法として分類した用例は、

hope,  wonder などの心理動詞によって表される心的態度を強めていると考えられるも

の、また eat ,  s leep ,  weep などの動作動詞を fast が修飾することで、動作の強度や行

為の連続性が示されるものである。‘ c lose ’ という意味に分類した用例は、fast  by,  fast  

beside といった連語表現で表れているものである。  
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研究成果の概要 つ づき  

 fast の強意副詞としての用法は M2 では  ‘ f irmly’ の語義に続き２番目に多い。 M3

では最も頻度の高い語義は  ‘ rapidly ’ へと移り変わり、強意用法も迅速の語義に続き

高頻度に現れている。  

 強意副詞としての用例は M4 にかけて次第に減少し、E3 では完全に消失している。

通時的に意味変化の動きを見ると、強意語としての用法はその他の  ‘ c lose,  soon ’ と

いった語義と共に近代英語にむけて衰退にむかうのに対し、原義である  ‘ f irmly’ は

どの期間も一定の頻度を保ち、 ‘ rapidly ’ の語義に関しては E3 では fast の最も頻度

の高い語義へと上り詰めたことが分かった。  

 

3.2 ヘルシンキコーパスを用いた fast の共起動詞の観察  

共起動詞に関しては、動詞のタイプ数が最も多いのが M2 の強意用法であり、crien (to  

cry) ,  s lepen (to  s leep) ,  bispeaken (to  speak out)  などの動作動詞との共起し、その

行為の連続性を表すもの、また f ighten (to  f ight) ,  defenden (to  defend)  などの動詞

の様態に対し、動作に強度を付与する働きをする例が多い。この強意副詞として解釈

できる心理動詞や動作の結果が固定・密着に繋がらない動作動詞は M２をピークに、

E2 まで表れているが、E3 になると消失している。これとは対照的な現象は、様態に

迅速の概念を含む動詞、または fast と共起することで迅速の意味を表すようになる

移動動詞のタイプが M3 で増加したことである。  

 さらに M4 からの as fast  as のコロケーションの出現は、  ‘ rapidly ’ の意味が fast

に定着したことを最も鮮明に表している。このコロケーションは E3 では 7 例あり、

この時期の用例では強意副詞として fast が機能していると考えられる用例が抽出さ

れないため、強意から迅速へと語義が変化したことがわかる。変化が最も少ないのが、

‘ f irmly’ の語義に解釈できる動詞のタイプであり、 bind,  hold はどの時期にも現れ、

‘ f irmly’ の語義は現代英語まで残る意味となった。  

 

3.2 文法化・語彙化  

 動詞修飾の事例に焦点をあて、共起動詞の観察から文法化・語彙化を考察した。動

詞 修 飾 の 働 き を 持 つ 強 意 副 詞 の 振 る 舞 い や 意 味 変 化 に つ い て は 、 こ れ ま で 強 意 語  

( intens if ier)  とは別に、様態副詞  (manner adverb)  としてカテゴライズされること

で、詳細に論じられることはなかった。しかし、強意から迅速への意味変化は、swithe

や fast など、本来  ‘ s trongly,  f irmly,  v igorously ’ などの意味で動作に強度を付与す

る働きのある副詞に内在的な変化の性質と言える。この意味変化には、二つの経緯が

想定される。一つ目は、迅速の概念を含まない動詞であっても、強度が付与されるこ

とで、動作に連続性が生まれ、迅速へと意味が拡張する場合、二つ目は速さのスケー

ルが内包される動詞が強意副詞と共起すると、より速い状態が指し示される場合であ

る。強意副詞の意味変化については、本来の具体的語彙から強意語へという、具象か

ら抽象の意味変化の流れが主張されてきたが、強意からさらに  ‘ rapidly ’ という語彙

的意味が定着するパターンがある。今後より多くの副詞の通時的意味変化を考察する

必要があるが、強意副詞は文法化・脱語彙化に終わらず、再び語彙的意味を定着させ

るという意味変化の一つの傾向を本研究では示した。  

 
1  ヘルシンキコーパスの時代区分と統計については以下を参照。 O1 ( -850) ,  2,190 

words;  O2 (850-950) ,  92,050 words;  O3 (950 -1050) ,  251,630 words;  O4 

(1050-1150) ,  67,380 words;  M1 (1150 -1250) ,  113,010 words;  M2 (1250 -1350) ,  

97,480 words;  M3 (1350 -1420) ,  184,230 words;  M4 (1420 -  1500) ,  213,850 words;  

E1 (1500-1570) ,  190,160 words,  E2 (1570-1640) ,  189800 words;  E3 (1640 -1710) ,  

171040 words.   

※ こ の （ 様 式 ２ ） に 記 入 の 成 果 の 公 表 を 見 合 わ せ る 必 要 が あ る 場 合 は 、 そ の 理 由 及 び 差 し 控 え 期 間 等 を

記 入 し た 調 書 （ Ａ ４ 縦型 横 書 き １ 枚 ・ 自 由 様式 ） を 添 付 す る こ と 。  
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